
やないづ
みらい創生。ひと・ゆめ・れきしをつなぐまち

広

報

Y A N A I Z U

12
2022 Vol.657

＜今月の内容＞
02　特集「ようこそ、版画の世界へ」
08　YANAIZU NEWS LETTER
　　・西小創立150周年記念式典＆きらきらフェスタ
　　・令和４年度自治功労者表彰式
　　・インスタグラムフォトコンテスト結果発表　他
16　柳津町からのお知らせ
　　・特設人権相談所開設　他
18　情報プラザ
19　戸籍等
20　行事予定カレンダー等
21　PICK UP 柳津人
22　斎藤清美術館企画展のお知らせ

いざ、勝
負

。



0203

生前の制作風景（現：斎藤清アトリエ館）

世界的に有名な版画家である斎藤清。皆さんが住む
柳津町は、斎藤先生が晩年を過ごした町であり、世界
で唯一その名前を冠した美術館がある町でもありま
す。今でも版画の中の風景が町内に残され、年間を通
してファンが訪れています。

今年、斎藤清美術館は開館25周年を迎え、１年を
かけて全コレクションを展示しています。今月は、今
更ながら版画って何？から、美術館の取り組みまで、
地域おこし協力隊と一緒にお伝えします。

よ
う
こ
そ
、
版
画
の
世
界
へ
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版
画
が
で
き
る
ま
で
を

見
て
み
よ
う
！

「
版
画
っ
て
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？
」

と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
手
法
や
素
材
に
よ
っ
て
呼
び

方
が
異
な
り
、
木
を
削
り
残
っ
た
部
分
に

イ
ン
ク
を
塗
っ
て
刷
る「
木
版
画
」、
銅
板

を
削
り
取
っ
た
部
分
に
イ
ン
ク
を
入
れ
て

刷
る「
銅
版
画（
エ
ッ
チ
ン
グ
）」、
他
に
も

「
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
」や「
シ
ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

斎
藤
先
生
は
中
で
も「
木
版
画
」作
品
を

一
番
多
く
残
し
、
美
術
館
で
は
８
０
０
点

の
所
蔵
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、「
木
版
画
」が
で
き
る
ま
で

の
工
程
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
！

町
中
に
残
る
版
画
の
世

界
を
知
ろ
う
！

斎
藤
先
生
は
、
皆
さ
ん
が
何
気
な
く
見

て
い
る
日
常
の
風
景
・
景
色
を
、
数
多
く

作
品
に
残
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
風
景
の

写
真
と
作
品
を
見
比
べ
て
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
世
界
中
に
フ
ァ
ン
を
持
つ
作
品
と

同
じ
風
景
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
思
う

と
、
少
し
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

特
別
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

何
気
な
い
も
の
で
創
作
を
す
る
。
そ
う
思

う
と
、
芸
術
は
気
を
張
っ
て
鑑
賞
し
た
り

す
る
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
身
近
に
あ

る
も
の
に
思
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

01.  必要な色毎に「版木」を用意します。今回の作品は、
３枚の版木からできています（表裏を利用しています）。
不要な部分はすべて削りますので、大変な作業です！

▶
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
塚
原
有
季
さ
ん

◀
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
田
中
卯
月
さ
ん

03.  「冬の嵯峨 京都」の完成で
す！作品によって版木の数は異
なります。木目など、木材なら
ではの質感をそのままイメージ
に取り入れた作品も多く、猫の
毛並みや山肌などに活かされて
います。

02.  01で作成した色の
付いた版木を刷り重ね
ていきます。だんだん絵
柄が出てきましたね！

中央ホールでは
無料で版画体験が

できますよ！

中央ホールに
は、作品と実景
がわかる地図
があります！

《さつきの会津（５）》　１９９１年
《只見川 会津柳津（２）》　１９７９年

《さつきの会津（５）》　１９９１年
の実景（久保田地区）

《会津の冬（８２）柳津》　１９８９年
の実景（一王町地区）

《只見川 会津柳津（２）》　１９７９年
の実景（只見川）

《会津の冬（８２）柳津》　１９８９年
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版
画
家
の
卵
達
の
作
品

を
観
に
行
こ
う
！

斎
藤
清
美
術
館
は
、
関
東
地
方
の
美

術
・
芸
術
系
大
学
生
と
、
作
品
を
通
し

て
こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
今
年
４
年

目
を
迎
え
た「
一
家
に
一
枚
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
展
示

を
し
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
・
日
本
大

学
の
学
生
の
作
品
に
対
し
て
、
会
場
を

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
作
品
と
一
緒
に
会
場
に
展
示
さ
れ
、

日
々
新
し
い
展
示
空
間
が
出
来
上
が
っ

て
い
き
ま
す
！
会
場
で
書
い
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

作
家
に
届
き
、
作
家
か
ら
の
お
返
事
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
開
催
期
間
が
延
長
に
な
り
ま
し
た
！
】

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
展
示
空
間
を
作
り
に

美
術
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

日
時
：
～
１２
月
２５
日（
日
）

ワークショップ
「淡

たんぼく

墨に挑戦！」を開催します！

現在開催中の「大コレクション展（第Ⅲ期 vol.8
「会津の冬 イメージの変化が語るもの」）」の関連
企画として、　墨の技法を体験するワークショッ
プを行います。墨は東洋美術における重要な画
材の一つであり、ぼかしやかすれなど多彩な表
現を出すことができます。斎藤先生も墨画の持
つ可能性に魅せられて、《会津の冬》をはじめ数多
くの優れた作品を制作しています。今回のワー
クショップでは、そんな墨の豊かな表現性を体
感してもらうため、「淡墨」という技法による賀状
作りに挑戦していただきます。

日　時：令和４年12月18日（日）
　　　　14：00〜16：00
場　所：斎藤清美術館　ホール
講　師：田中卯月
　　　　斎藤清美術館地域おこし協力隊
定　員：15名

※予約制（電話または直接美術
館受付へご予約ください。
空きがあれば当日先着順で
参加も可能です）

参加費：無料
※「大コレクション展」を見る場
合は観覧券が必要です。

問　斎藤清美術館　℡４２－３６３０
一
緒
に
ア
ー
ト
を
体
験

し
よ
う
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
人
は
、
ア

ー
ト
が
身
近
で
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
、
子
ど
も
達
向
け
に
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
向
け
に

も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

斎藤清美術館公式SNSでは、展覧会やワークショ
ップ、ミュージアムカフェの情報を発信しています。

YouTubeでは、ギャラリートークや学芸員講座
など展覧会をより楽しめる動画をアップしていま
す！こちらもぜひフォロー等お待ちしています！

Instagram：@kiyoshisaito_museum_official
Facebook：kiyoshisaitomuseumofficial
Twitter　 ： @museum_yanaizu
YouTube ：斎藤清美術館

メッセージは
アートテラス中央
に展示します！

2023年斎藤清カレンダー
販売中です！

墨の技法「淡墨」で、
いつもと一味違う
年賀状を作ってみ
ませんか？
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地域と共に150年 “西山小学校創立記念式典”もしもに備えて “調理用ポリ袋で非常食づくり”

激闘！ “市町村対抗福島県ソフトボール大会”

民間アドバイザーの力をまちづくりに！

0102

03

04

１０
月
２２
日（
土
）、
柳
津
町
立
西
山
小
学

校
が
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式

典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

西
山
小
学
校
の
歴
史
は
、
明
治
５
年
に

西
念
寺
を
起
源
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
分
校
を
含
め
る
と
、
小
学
生

だ
け
で
５
０
０
名
以
上
が
在
籍
し
て
い
ま

し
た
。

今
回
式
典
に
併
せ
て
記
念
誌
の
発
行
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
旧
西
山
中
学

校
で
行
っ
て
い
た
行
事
で
あ
る「
山
菜
採

取
」を
復
活
さ
せ
、
親
子
で
取
り
組
み
、

採
取
し
た
山
菜
を
買
い
取
っ
て
い
た
だ
い

た
代
金
を
、
記
念
誌
発
行
の
資
金
の
一
部

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
子

ど
も
た
ち
自
身
も
記
念
事
業
の
主
役
の
一

人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
た
い

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
と
共
に
歩
み
、
歴
史
を
重
ね
て
き

た
西
山
小
学
校
。
こ
れ
か
ら
も
、
伝
統
的

教
育
目
標
で
あ
る「
西
山
の
杉
の
よ
う
に 

た
く
ま
し
く 

ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
子
ど
も
」

を
め
ざ
し
、
歴
史
を
作
り
続
け
て
い
き
ま

す
。

１０
月
１４
日（
金
）、
会
津
柳
津
学
園
中
学

校
に
日
本
赤
十
字
社
の
野
崎
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
調
理
用
ポ
リ
袋
で
非
常
食
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

ご
飯
袋
の
水
量
の
調
整
や
、
カ
レ
ー
袋

毎
に
辛
さ
を
分
け
る
こ
と
で
、
避
難
所
で

様
々
な
年
代
に
応
じ
た
ご
飯
を
一
度
に
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
町

に
は
非
常
時
に
備
え
て
様
々
な
資
材
や
設

備
が
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

柳
津
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

１０
月
１５
日（
土
）、
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場（
相
馬
市
）に
お
い
て
、
初
戦
で
白

河
市
チ
ー
ム
を
撃
破
し
た
柳
津
町
チ
ー
ム

は
、
新
地
町
チ
ー
ム
に
挑
み
ま
し
た
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
務
め
た
ふ
る
さ
と
選
手

（
※
）の
田
﨑
美
瑠
さ
ん
は
、
７
回
を
一
人

で
投
げ
切
り
ま
し
た
！
試
合
は
５
対
１
で

敗
れ
ま
し
た
が
、
秋
晴
れ
の
下
、
市
町
村

間
の
交
流
を
深
め
る
良
い
試
合
と
な
り
ま

し
た
。

※
他
町
村
在
住
で
あ
っ
て
も
、
出
身
中
学

校
の
あ
る
市
町
村
の
選
手
と
し
て
出
場
で

き
る
制
度
で
す
。

１０
月
１４
日（
金
）、
複
業
ク
ラ
ウ
ド
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
就
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
い
た
だ
い
た
お

二
人
は
専
門
的
な
知
見
・
知
識
を
持
っ
た

民
間
の
方
で
、
普
段
別
な
仕
事
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
柳
津
町
の
抱
え
る
課
題
の
解

決
や
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
令
和
５

年
３
月
ま
で「
複
業
」と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
事
業
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
片
川
伸
行
氏

■
広
報
誌
制
作
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
吉
田
健
二
氏
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秋晴れの柳津町で美味しいお米とお肉に舌鼓！08

１１
月
３
日（
木
・
祝
）、
道
の
駅
会
津
柳

津
で
は
、
柳
津
町
産
の
美
味
し
い
お
米
と

お
肉
が
味
わ
え
る「
会
津
肉
フ
ェ
ス in 

Y
A

N
A

IZ
U

 
～R

ice  to  m
eat 

湯
～
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
イ

ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
午
前
１０
時
直
後

か
ら
多
く
の
人
が
会
場
を
訪
れ
、
ど
の
テ

ン
ト
も
長
蛇
の
列
に
！
お
昼
過
ぎ
に
は
売

り
切
れ
の
テ
ン
ト
が
出
始
め
る
等
、
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

大
竹
涼
華
さ
ん（
只
見
町
出
身
）とSaigenji

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
会
場
の
皆
さ

ん
は
お
二
人
の
歌
声
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
柳
津
町
と

し
て
初
の
試
み
で
し
た
。
今
後
も
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
柳
津
町
に
ま
た
来
た
く
な
る
・
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

農業で地域活性化 “黒沢地区の取り組み”

 柳津を駆け抜けろ！ 笑顔と踊りで健康に！
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中
山
間
地
域
の
柳
津
町
で
は
、

昼
夜
の
寒
暖
差
の
あ
る
気
候
や
き

れ
い
な
水
な
ど
が
稲
を
育
み
、
美

味
し
い
お
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
、資
材
や
農
機
具
・

肥
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、
全
国
的

に
見
て
も
農
家
に
と
っ
て
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
黒
沢
地
区
で

は
協
同
体（
フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト 

イ
ト
ウ（
代
表
：
伊
藤
郷
一
氏
））

を
結
成
し
、
農
機
具
の
共
同
利
用

１１
月
１
日（
火
）、
校
庭
と
安
久

津（
上
村
）地
内
を
走
る
コ
ー
ス
で
、

柳
津
小
学
校
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
記

録
会
が
実
施
さ
れ
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
受
け
な
が

ら
、
全
員
完
走（
う
ち
８
名
が
新
記

録
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
、
子
ど
も
達
は
と
て
も
満

足
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、

応
援
の
皆
さ
ん
も
、
そ
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
マ

ラ
ソ
ン
記
録
会
と
な
り
ま
し
た
。

１１
月
２
日（
水
）、「
健
幸
ク
ラ

ブ
」が
ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
民
踊
の
皆
さ
ん
が
ス
テ

ー
ジ
で
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た

り
、
う
ち
わ
を
持
っ
て
柳
津
音
頭

を
踊
っ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

や
独
自
の
販
売
経
路
を
確
立
、
持

続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
年
か
ら
会
津
西
山
郵
便
局

の
協
力
も
得
て
、
大
規
模
企
業
の

社
員
食
堂
へ
月
５
０
０
ｋｇ
程
度

の
お
米
を
出
荷
し
、
昨
年
度
同
様

お
歳
暮
用
の
お
米
の
出
荷
も
行
う

他
、
周
辺
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

町
で
も
柳
津
町
の
美
味
し
い

お
米
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！
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功績を称えて “令和４年度自治功労者表彰式”09

１１
月
３
日（
木
・
祝
）、
役
場
に
お
い
て

「
令
和
４
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
」が
執

り
行
わ
れ
、
町
政
運
営
の
推
進
・
教
育
・

文
化
振
興
等
、
各
分
野
で
町
政
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
功
績
を
称
え
、
小

林
町
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

功労表彰（氏名・行政区・表彰略歴等の順に掲載）

齋 　 藤 　 正 　 志 野 老 沢 町議会議員（11年１月）、町議会議長（６月）

佐 々 木 　 英 　 行 小 柳 津 消防団員（30年６月）　※代表謝辞

鈴 木 善 一 寺 家 町 消防団員（30年４月）

渡 部 文 弘 諏 訪 町 消防団員（30年６月）

齋 藤 保 恵 八 坂 野 消防団員（30年６月）

田 　 村 　 　 　 輝 細 　 越 消防団員（30年４月）

猪 俣 俊 晴 八 坂 野 民生児童委員（26年10月）

猪 　 股 　 　 　 勝 五 畳 敷 民生児童委員（26年10月）

藤 田 法 身 門 前 町 民生児童委員（20年10月）

善行表彰

鈴 木 金 嗣 出 　 倉 区長（４年）

田 﨑 光 義 古 屋 敷 区長（５年６月）

芳 賀 康 雄 黒 　 滝 区長（４年６月）

鈴 木 常 行 柳 ケ 丘 区長（４年６月）

田 﨑 政 一 石 　 坂 区長（４年６月）

牧 　 野 　 伸 太 郎 出 　 倉 消防団員（17年６月）

伊 藤 和 也 八 坂 野 消防団員（17年６月）

鈴 木 敏 史 新 　 村 消防団員（17年６月）

田 﨑 正 博 中 　 野 消防団員（17年６月）

三 　 宅 　 　 　 潤 黒 　 滝 消防団員（17年６月）

齋 　 藤 　 　 　 淳 野 老 沢 消防団員（17年６月）

※善行表彰続き

新 井 田 　 　 　 雄 小 　 巻 消防団員（17年６月）

増 　 井 　 真 由 子 小 ノ 川 会津坂下地区交通安全協会柳津分会役員（11年６月）

植 田 博 之 軽 井 沢 会津坂下地区交通安全協会柳津分会役員（11年６月）

渡 　 部 　 　 　 淳 岩 坂 町 納税貯蓄組合長（10年６月）

鈴 木 瑞 江 小 ノ 川 納税貯蓄組合長（10年６月）

金 子 昭 男 砂 子 原 民生児童委員（14年10月）

齋 藤 紀 惠 野 老 沢 民生児童委員（11年10月）

小 　 林 　 　 　 謙 砂 子 原 商工会役員（10年４月）

田 崎 賀 平 細 　 越 商工会役員（10年４月）

原 　 　 　 由 　 美 砂 子 原 商工会役員（10年４月）

感謝表彰

小 　 池 　 時 　 生 一 王 町 五差路交通安全啓発看板標語考案

鈴 　 木 　 　 　 蓮 柳 ケ 丘 五差路交通安全啓発看板標語考案

小 　 林 　 　 　 巧 砂 子 原 五差路交通安全啓発看板標語考案

有限会社河内屋商店 代表取締役
山  内  拓  也 寺 家 町 寄付　100万円

柳津測量設計株式会社 代表取締役
増  井  良  一 細 越 寄付　100万円

滝谷建設工業株式会 代表取締役
田  中  智  仁 三 島 町 寄付　500万円

株式会社ポケモン 代表取締役COO
宇 都 宮 　 崇 　 人

東 京 都
港 区

ポケモン遊具の寄附により「ラッキー公園 in やないづまち」がオー
プンし、町の観光振興に多大なる貢献をした。

顕彰表彰

伊 　 藤 　 愛 　 依 黒　　 沢 第68回全日本中学生通信陸上競技福島大会 女子共通走高跳 第２位

白 　 井 　 和 　 樹 大　　 野
第74回全日本合唱コンクール東北支部大会 金賞
第89回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール東北ブロックコンクール 金賞

大 　 関 　 聖 　 華 細　　 越 第74回全日本合唱コンクール東北支部大会 金賞

目 　 黒 　 り 　 こ 小　　 巻 第74回全日本合唱コンクール東北支部大会 金賞

角 　 田 　 颯 　 哉 猪　　 鼻 第74回全日本バレーボール高等学校選手権大会 第３位
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インスタグラムフォトコンテスト結果発表！10

８
月
１５
日（
月
）～
９
月
３０
日（
金
）ま

で
、
町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
お
い
て

「
や
な
い
づ
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
写
真

を
投
稿
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
条
件
は
、

「
柳
津
町
の
魅
力
的
な
写
真
で
あ
る
こ
と
」

で
す
！
参
加
者
自
身
が
柳
津
町
の
魅
力
あ

る
写
真
を
撮
影
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

す
る
た
め
に
そ
の
写
真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
柳
津
町
の
Ｐ

Ｒ
も
期
待
で
き
ま
す
。
３３
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
会
を
経
て
４
作
品
の
受
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。
今
回
受
賞
と
な
っ
た
作

品
は
、
今
後
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

惜
し
く
も
受
賞
と
な
ら
な
か
っ
た
作
品

も
閲
覧
可
能
で
す
。
左
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

最優秀賞
タイトル：「第85回会津柳津みたま

まつり流灯花火大会④」
佐藤英二（@eiji0321s）／
東京都（柳津町軽井沢縁）

▶受賞者から
子供の頃から慣れ親しんだ花火大会。一時
期なかなかタイミングが合わず観に帰って
来る事が出来ませんでしたが、震災と大水
害以降色々な事を考え感謝する区切りとし
て、仕事をやり繰りし毎年観に帰って来て
いました。コロナ禍で３年ぶりとなった今
年の開催、打ち上げと同時に涙を流しなが
らシャッターを押した中の１枚が今回こん
な大層な賞を頂ける事になり大変感激して
おります。拙い１枚ではありますが、故郷
会津柳津の魅力を伝える一助になれれば幸
いです。今回はありがとうございました。

優秀賞
タイトル：「錦秋の軽井沢銀山」
笹岡伸仁（@sasalabopictures）／
猪苗代町

▶受賞者から
この度は優秀賞に選んで頂きありがとうご
ざいます。今後も柳津町の素晴らしい景色
を追い求め撮影していきたいです。

特選
タイトル：「柳津花火大会2022」
矢部美穂（@leemu.quu）／郡山市

▶受賞者から
毎年、柳津の花火は楽しみにしております。赤い橋と
流灯。多くの人で賑わう花火大会を１枚に収めること
ができてとても嬉しいです。また、来年、素晴らしい
柳津の花火大会を別の角度で撮影したいと思います。
この度は、素晴らしい賞をいただきありがとうござい
ました。

特選・ベスト赤べこ賞
タイトル：「べこの木」
宮野達也（@miyasan.）／会津若松市

▶受賞者から
大好きな赤べこの発祥地の柳津町。町内の至る所に

『赤べこ』があり桜の時期にここの赤べこを撮ったん
ですが春夏秋冬撮ってみたいと思い、新緑の時期に
撮影しました。この度は選んで頂きましてありがと
うございます。
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特設人権相談所の開設について柳津町の職員及び特別職の給与等のお知らせ

下水道の正しい使用を心がけましょう！

0103

02

法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会では、本年12月４日から12月10日を「第74回人権週間」と
して定めており、人権尊重思想の普及高揚を図るため、各地で人権擁護委員による「特設人権相談所」が開設
されています。本町においても、下記により実施しますので、困りごとや悩みごとなどありましたら、お気
軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守します。

なお、新型コロナウイルス感染症予防・感染拡大防止のため、発熱や体調不良がある場合は当日の相談は
控えてください。また、ご相談にお越しの際はマスク着用でお願いします。

◆ 日時・場所：12月５日（月）  10：00～15：00  やないづふれあい館

問　町民課住民福祉係　℡４２－２１１８

職員の給与は、人事院及び県人事委員会の勧告をもとに、県や他の地方公共団体との均衡を考慮して、町
議会の議決を経て条例で定められています。令和４年４月１日現在の地方公務員給与実態調査等の結果から
職員及び特別職の給与等について公表いたします。（問　総務課総務係　℡４２－２１１２）

※期末手当は令和３年度の
　支給割合です。

最近ポンプに異物が詰まる故障が多発しています。下水
が詰まる原因となりますので、下水道管内に異物

（紙おむつ、ウェットティッシュ、タオル等の布
製品、生理用品、薬が入っていた容器、油等）を
流さないでください！

ポンプが故障すると、マンホールから汚水が溢れたり、
接続している建物や他の建物の排水口から汚水が逆流する
恐れがあります。また、故障したポンプやマンホールの修
理には、多額の修理費用が発生してしまいます。

下水道は、自然環境を守り、衛生環境を良くするための、
わたし達の大切な公共財産です。汚水を流すときには十分
注意し、正しく使用しましょう。

問　建設課上下水道係　℡４２－２１１７

みんなの人権110番 ℡０５７０－００３－１１０ 人権週間に限らず、電話相談を実施していますので、
左記までお気軽にご相談ください。相談は人権擁護委
員及び法務局職員が対応し、秘密は固く守られます。
相談時間：年末年始（12月29日から1月3日）を除く平日
　　　　　8：30～17：15

子どもの人権110番 ℡０１２０－００７－１１０

女性の人権ホットライン ℡０５７０－０７０－８１０

◆人件費の状況（令和３年度普通会計決算より）　　　　住民基本台帳人口（令和４年４月１日現在） 3,087人
歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
4,197,043千円 193,257千円 716,399千円 17.1%

※人件費には、非常勤の特別職に支給する給料及び報酬を含む。

◆職員給与費の状況（令和３年度普通会計決算より）
職員数（A） 給料 職員手当 期末勤務手当 計（B） 一人当たり給与費（B／A）

77人 197,623千円 38,970千円 80,292千円 316,885千円 4,115千円
（注）職員数は、令和３年４月１日現在の人数。職員手当には退職手当を含まない。

◆職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 39.7歳 291,828円 340,953円
技能労務職 59.3歳 319,550円 332,014円

◆職員の手当（令和３年度支給割合）
区　分 ６月期 12月期 合計

期末手当 1.250月 1.250月 2.50月
勤勉手当 0.950月 0.950月 1.90月
合　計 2.20月 2.20月 4.40月

◆職員の配置状況（令和４年４月１日現在　普通会計及び特別会計の合計87名）
一般行政部門 議会 総務 税務 農林水産 商工 土木 民生 衛生 一般行政部門計
職員数 2人 20人 3人 6人 6人 5人 20人 3人 65人
前年比 0人 0人 0人 ▲ 1人 0人 1人 ▲ 1人 0人 ▲ 1人

特別行政部門 教育 普通会計 公営企業会計部門 病院 水道 下水道 その他 特別会計
職員数 11人 76人 職員数 3人 1人 2人 5人 11人
前年比 0人 ▲ 1人 前年比 1人 0人 0人 0人 1人

◆特別職の報酬等（令和４年４月１日現在）
区　分 役　職 月　額 期末手当

給　料
町　長 739,000円

6月期　1.625月
12月期　1.625月副町長 598,000円

教育長 556,000円

報　酬
議　長 266,000円

6月期　1.625月
12月期　1.625月副議長 215,000円

議　員 193,000円

◆初任給の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 月　額
大　卒 186,500円
短大卒 166,700円
高　卒 153,900円
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ご寄附等（10月受付分）　※敬称略戸籍の窓（10月受付分）　※敬称略

柳津町へ
　■ふるさと納税（合計379,000円）
　鈴　木　駿　一　（東京都）
　小久保　一　夫　（千葉県）
　佐　藤　和　昭　（千葉県）　他23件

社会福祉協議会へ
　■ご遺志
　佐　藤　静　穂　（一王町）
　牧　野　伸太郎　(出倉)
　石　﨑　好　治　(八坂野)　
　目　黒　信　弘　(野老沢)　
　鈴　木　清　衛　（琵琶首)

■お誕生
　磯　目　泰

タ イ ガ
臥　（安久津／健人・斐の子）

　小　林　日
ヒ ヨ リ

和　（安久津／大祐・茜の子）
　遠　藤　妃

ヒ
　菜

ナ
　（柳ヶ丘／太士・梨菜の子）

　渡　部　絢
ア ヤ ト

太　（黒沢／悠希・沙耶花の子）

■ご逝去
　佐　藤　ヱイ子　96　（一王町）
　五十嵐　和　喜　71　（門前町）
　牧　野　明　子　70　（出倉）
　石　﨑　昭　子　91　（八坂野）
　目　黒　信　雄　90　（野老沢）
　鈴　木　清　志　83　（琵琶首）

兼
題「
霧
」「
秋
」「
そ
の
他
自
由
句
」

川
霧
の
夢
幻
の
ご
と
し
町
包
む江

津
子

秋
晴
や
子
守
銅
像
足
の
爪

泰
　
花

此
の
秋
は
白
髪
も
ふ
え
し
身
の
古
び

由
美
子

雪
迎
え
霧
の
向
う
や
只
見
線

美
　
作

川
霧
や
朝
餉
の
灯
チ
ラ
チ
ラ
と桃

　
女

野
菊
咲
く
般
若
心
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若
き
僧

貴
　
子

引
き
ず
り
し
歩
毎
吸
い
込
む
霧
の
道

明
　
水

山
霧
も
湯
煙
も
勢
ふ
飯
豊
の
湯美

　
世

秋
空
の
遠
く
に
見
え
し
す
す
き
か
な

み
は
る

霧
の
峰
飯
谷
山
を
わ
し
づ
か
み一

　
歩

ひ
さ
ご
吟
社十一

月
定
例
句
会

やないづ防災行政アプリ・メール配信運用中です！

柳津町公式LINEお友達募集中！

右側二次元コードか
『t-yanaizu@sg-p.jp』
へ空メールを送信し
てください。

右の二次元コードを読み取り、「追加」ボ
タンを押して追加。または、LINEの検
索窓で「@yanaizutown」と入力し、「追
加」ボタンを押して追加してください。

スマートフォン フィーチャーフォン

借金の無料相談会を開催します。
【相談無料・秘密厳守】

年末・年始特別警戒実施期間
（12月15日（木）～１月15日（日））

「ふくしまの高校生が伝えるナラテ
ィブ・プレゼンテーション」開催！

理学療法士から「筋肉のお話」
第２弾
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財務省福島財務事務所では、専門相談員が借金を
抱えお悩みの方から家計や借金の状況等を伺い、ア
ドバイスを行うほか、必要に応じて弁護士などの専
門家に引継ぎを行う相談会を開催します。まずは一
人で悩まず、お気軽にご相談ください。

日　時：令和４年12月20日（火）
13：00～16：00
※原則予約制（締切日12月19日（月））
※当日の状況により相談が可能な場合もあ

ります。お気軽にお電話ください。
会　場：会津地方振興局（会津若松市追手町７-５）
　　　　福島県会津若松合同庁舎　１階　会議室
予約先：財務省福島財務事務所　理財課
　　　　℡０２４－５３３－００６４
　　　　※月～金（祝日除く） 8：30～16：30

冬季間は空気が乾燥する、暖房器具を使用する機
会が増えるといったことから火災が発生しやすい季
節です。火災を起こさず、次のことに注意し年末年
始を過ごしましょう。

冬季の火災予防のポイント
・外出時や寝る前には、必ず火の元を確認し

ましょう
・ストーブの近くに燃えやすいものを置かな

いようにしましょう
・カセットコンロは正しく使いましょう
・こたつを安全に使いましょう
・子どもの火遊びに注意しましょう

問　会津坂下消防署柳津出張所
　　火事・救急・救助は１１９へ！

「ナラティブ」は聞き手に想いを伝える話術、特に
一人ひとりが主体となって語る表現技術を指す言葉
です。本イベントでは、福島県にゆかりのある高校
生たちがステージに立ち、3.11からこれまでの経験
をもとに「自分のいまの念

おも
い」を語ります。

詳しくはホームページをご覧ください。（検索ワー
ド：ふくしまナラティブ）

開催日時：令和５年１月７日（土）
　　　　　12：30～17：00（開場12：00）
会　　場：けんしん郡山文化センター
　　　　　（郡山市堤下町１番２号）
事前申込：令和４年12月26日（月）　正午まで
主　　催：福島県環境創造センター

問　０２４－９３２－２２３２（イベント事務局）

筋肉肥大には“ややきつい”と感じる「過負荷」のト
レーニングが必要です。しかし、数日後「筋肉痛」を
感じることもあります。さて、皆さんは痛みに耐え
てトレーニングを続けたほうが良いと思いますか？
答えは「NO」です。「筋肉痛」を感じるのは損傷した
筋肉繊維に炎症が起こっているのです。その後、修
復と筋肉繊維の肥大が起こります。筋肉痛を感じた
時期は損傷部の修復を妨げないように安静か軽いス
トレッチ程度にしましょう。毎日トレーニングしな
いと気がすまない方は、運動部位を上肢・体幹・下
肢に分けてローテーションしてみましょう。

宮下病院　リハビリ室
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※口座振替納入の方は12月26日（月）が引落日に
なります。納期限を過ぎると延滞金が加算され
ます。

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院
は、当日は平常診療は行わず急患の方だけを診察
します。また、救急告示病院ですので、当番日以
外でも急患の方は診察します。各医院の都合によ
り、当番が変更になる場合がありますのでご了承
ください。 

問　総務課税務係　℡４２－２１１３

12月の以下の納期は12月26日（月）です

固定資産税 ３期

農集排林集排簡易排水使用料 12月分

12月の以下の納期は１月４日（水）です

後期高齢者医療保険料（普通徴収） ５期

住宅使用料 12月分

～柳津町は納税完納推進の町です～

12月行事予定カレンダー
1 木 健幸クラブ（柳津）　ふれあい館　10：00～

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木 楽関スクール　ふれあい館
健幸クラブ（西山）　ゆきげ館　10：00～

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木 楽関スクール　ゆきげ館
健幸クラブ（柳津）　ふれあい館　10：00～

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水 乳児健康相談　銀山荘

22 木 健幸クラブ（西山）　ゆきげ館　10：00～

23 金 第２学期終業式（柳小、西小、中学校）

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

柳保（柳津保育所）、西保（西山保育所）、柳小（柳津小学校）、
西小（西山小学校）、中学校（会津柳津学園中学校）、ＢＧ体（海
洋センター体育館）

※新型コロナウイルス感染症の影響により予定が変更となる
場合があります。

12月休日当番医のご案内

４日（日） 昭和村国保診療所（昭和村）
℡０２４１－５７－２２５５

11日（日） 星医院（会津坂下町）
℡０２４２－８３－２１３６

18日（日） 金山町国保診療所（金山町）
℡０２４１－５４－２０３１

25日（日） あかぎ内科消化器科医院（会津坂下町）
℡０２４２－８３－０３０３

持続可能なまちづくりのため、皆さんのご意見・ア
イデア等をお聞かせください！下の二次元コード
か、役場・ふれあい館・西山支所に設置している投
書箱へご投函ください。

問　みらい創生課みらい創生係
　　℡４２－２４４７
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依さん（黒沢）
会津柳津学園中学校・３年生

令和４年第36回全国都道府県対抗
中学バレーボール大会に、福島県
代表メンバーとして、会津地方か
ら唯一選出。部活引退後も放課後
に後輩達と活動するなど、大会へ
向けて練習の日々を送っています。
大会での活躍、応援しています！

「PICK UP 柳津
人」では、誌面に登
場していただける町
民の方を募集してい
ます！自薦・他薦問
いませんので、ぜひ
みらい創生課みらい
創生係（℡４２－２
４４７）までご連絡
ください！
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藤
田

今回の表紙の写真とどちらに
するか迷った写真です。こち
らもお気に入りです。

今月の
PICK UP！
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